
新

、フラワ 花壇等の整備

規

・管理委託、花苗等の

完

資材援助、フラワ

ーロ

了

ード及び花壇の整備、

事

管理、花と緑のボラン

業

ティ ーロード及び花壇

ゼ

の整備、管理、花と緑

ロ

のボランティ

ア講座、

予

花壇コンクール、コン

算

テナガーデンコンテス

事

ア講座、花壇コンクー

業

ル、コンテナガーデン

担

コンテス

トの実施、オ

当

ープンガーデンの実施

者

、ガーデンづくり トの

全

実施、オープンガーデ

体

ンの実施、ガーデンづ

計

くり

講習会の開催ほか

画

講習会の開催、マスコ

経

ットキャラクターの製

費

作ほか

平成26年度　

区

実績 平成27年度　予

分

定

花壇等の整備・管理

内

委託、花苗等の資材援

線

助、フラワ 花壇等の整

事

備・管理委託、花苗等

務

の資材援助、フラワ

ー

事

ロード及び花壇の整備

業

、管理、花と緑のボラ

名

ンティ ーロード及び花

所

壇の整備、管理、花と

　

緑のボランティ

ア講座

　

、花壇コンクール、コ

属

ンテナガーデンコンテ

施

ス ア講座、花壇コンク

　

ール、コンテナガーデ

　

ンコンテス

トの実施、

策

オープンガーデンの実

会

施、ガーデンづくり ト

計

の実施、オープンガー

予

デンの実施、ガーデン

算

づくり

講習会の開催、

科

20周年記念式典の開

目

催ほか 講習会の開催ほ

科

か

目
事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

平成22年度　実績 平成23年度　実績

平成24年度　実績 平成25年度　実績

平成26年度　実績 平成27年度　予定

内部評価【二次】 1頁

平成２７年度　行政評価事業別シート

実計対象 ■ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 丸山 孝幸

全体計画 経費区分 実施計画事業費 内線 ３５２３

事務事業名 4230 花と緑のまちづくり事業

所　　属 200200 まちづくり推進部・まちづくり課

施　　策 06023300 公園整備と街中緑化の推進

会計 01 一般会計
予算

科目 080403 土木費・都市計画費・公園事業費
科目

事業 020000 花と緑のまちづくり事業

事業目的 事業概要・効果 

地域の緑化運動や花づくり運動に、自主的に取り組め 　美しい自然環境と景観に恵まれた須坂市に花を添え

る人材育成を図るため、花と緑のボランティア講座、 、美しい風景を共有し、歴史的遺産を活かした情緒豊

初めてのガーデニング講習会等を開催する。また、併 かな文化都市を目指し、住民参加で花を育て

内

、花を愛

せて花づくり

部

の団体を増やす。 する

評

感性ある人づくりによ

価

って快適な生活環境と

【

、訪

れる人に優しく温

二

かい魅力ある「ふるさ

次

と」づくりに

取り組む

】

。

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度

1

実績及び予定

平成22

頁

年度　実績 平成23年

平

度　実績

花壇等の整備

成

・管理委託、花苗等の

２

資材援助、フラワ 花壇

７

等の整備・管理委託、

年

花苗等の資材援助、フ

度

ラワ

ーロード及び花壇

　

の整備、管理、花と緑

行

のボランティ ーロード

政

及び花壇の整備、管理

評

、花と緑のボランティ

価

ア講座、花壇コンクー

事

ル、コンテナガーデン

業

コンテス ア講座、花壇

別

コンクール、コンテナ

シ

ガーデンコンテス

トの

ー

実施、オープンガーデ

ト

ンの実施、ガーデンづ

実

くり トの実施、オープ

計

ンガーデンの実施、ガ

対

ーデンづくり

講習会の

象

開催ほか 講習会の開催

評

ほか

平成24年度　実

価

績 平成25年度　実績

対

花壇等の整備・管理委

象

託、花苗等の資材援助



花に関する情報交換や交流を図るため。

最終年度 平成24年度をピークに減少傾向にあるが、新規取組者の開拓をする。

目標の根拠 四季を通じたガーデンづくり講習会の推進を図る。

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成26年度 平成27年度

決　　　算 予　　　算

事業費 8,267 5,903

国庫支出金 0 0

特 定 都道府県支出金 3,076 0

財 源 地方債 0 0

その他 139 83

内

一般財源 5,052 5

部

,820

正規職員 1.

評

4 1.3
人員数

嘱託職

価

員 2.4 1.6
（人）

【

臨時職員 0.6 0.8

二

正規職員 9,601.

次

2 8,915.4

人　

】

員 嘱託職員 6,540

2

.0 4,360.0

コ

頁

スト 臨時職員 706.

指

2 941.6

計 16,

 

847.4 14,21

標

7.0

市民一人当たり

 

の経費 0.5 0.4

総

名

額 25,114.4 2

算

0,120.0

（単位

　

：千円）

平成26年度

　

決算　事業費の内訳

主

式

な節 金額 内容

講師謝礼

単

、花壇コンクール、コ

位

ンテナガーデンコンテ

年

スト記念品代ほか
8節

　

  報償費 591

花苗

　

代、燃料費、ｵｰﾌﾟ

度

ﾝｶﾞｰﾃﾞﾝﾏｯﾌ

平

ﾟ印刷費ほか
11節 

成

需用費 4,808

プラ

2

ンター、花壇管理、筆

3

耕委託料
13節 委託

年

費 851

15節 工事

度

請負費 0

全日本花いっ

平

ぱい連盟負担金、日本

成

花の会負担金、20周

2

年記念事業負担金
19

4

節 負担金補助及び交

年

付金 1,680

その他

度

337

平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

平成26年度 平成27年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

平成26年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

8節  報償費

11節 需用費

13節 委託費

15節 工事請負費

19節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名 花苗援助団体数

算　　式 単位 団体

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標 86 88 80 80
目 標 値

実 績 63 60 59 58

指標選定 町なかの緑化推進のため、自主的に緑化・花づくりを行う団体を増やすため。

の 理 由

最終年度 援助団体数が下方傾向にあり、現状維持を図る目的として、1.3～1.4倍とした。

目標の根拠

指 標 名 信州須坂オープンガーデン参加庭園数

算　　式 単位 庭数

年　　度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

目 標 55 55 55
目 標 値

実 績 56 58 54 50

指標選定 市民の皆さんが丹精込めて育てた庭を一般開放していただき、楽しみながら訪問者（県外・市外の観光者）の

の 理 由 方と



委

るか

・事業の目的が達

託

成できるような事業内

費

容になっているか

　子

1

どもから高齢者まで花

5

を植え育てることを通

節

じて、世代間交流や地

 

域コミュニティの形成

工

が図れるととも

に須坂

事

を訪れる人を温かく迎

請

えられる「まちづくり

負

」につながった。
評 

費

  価
　また、各花壇

1

の維持管理は、地域の

9

清掃活動なども提起し

節

、「自分たちの地域は

 

、自分たちできれいに

負

して
コメント

ゆく」と

担

いう環境美化の心を育

金

み、快適な生活環境の

補

ため自ら行動できる「

助

人づくり」につながる

及

。

・成果を落とさずに

び

コストを削減する方法

交

はあるか

効 率 性 ・

付

効率性向上に努めてい

金

るか やや悪化

・使用料

そ

などの受益者負担や補

の

助対象事業の範囲など

他

、財源確保の余地はな

Ｃ

いか

平成26年度末で

Ｈ

地域発元気づくり支援

Ｅ

金の助成が終了となっ

Ｃ

たため、今後の各団体

Ｋ

の花苗等の資材援助の

個

あり

方が課題となる。

別

評   価

コメント

振

評

り返り（決算年度の取

価

組み課題）

花苗等の資

項

材援助による各地域で

目

の花壇等の整備。フラ

評

ワーロード整備やオー

価

プンガーデンの取組み

観

により、県外・県内

か

点

ら多くのお客様が訪れ

評

、また、マスコミから

価

の関心が高まっている

内

。

各地域の花壇の取組

容

みは、評価が高く「み

・

どりの愛護」功労者国

市

土交通大臣表彰を例年

民

受賞している。

しかし

の

、花づくり団体の高齢

生

化などの課題も出てい

命

る。

・財産を守るため市が実施することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

平成27

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

講師謝礼、花壇コンク

平

ール記念品代ほか
8節

成

  報償費 450

花苗

2

代、燃料費、ｵｰﾌﾟ

7

ﾝｶﾞｰﾃﾞﾝﾏｯﾌ

年

ﾟ印刷費ほか
11節 

度

需用費 4,413

プラ

当

ンター、花壇管理、筆

初

耕委託料
13節 委託

予

費 611

15節 工事

算

請負費 0

全日本花いっ

　

ぱい連盟負担金、日本

事

花の会負担金
19節 

業

負担金補助及び交付金

費

58

その他 371

ＣＨ

の

ＥＣＫ

個別評価

項目 評

内

価観点 評価内容

・市民

訳

の生命・財産を守るた

主

め市が実施することが

な

必要不可欠な事業であ

節

るか

・行政内部の管理

金

運営上必要な事業であ

額

るか

必 要 性 ・市が

内

主体となり実施すべき

容

事業か 高い

・法的な根

8

拠や公的関与の妥当性

節

はあるか

・目的は結果

 

（施策の目指す理想）

 

に結びついているか

　

報

花壇やフラワーロード

償

整備の取組みは、花づ

費

くりを通じて自然を大

1

切にする人づくりや環

1

境美化などに配慮

する

節

ことができる。
評  

 

 価

コメント

・事業の

需

成果は上がっているか

用

・目標に対する達成度

費

は十分か

有 効 性 ・

1

市民生活上の課題解決

3

に貢献しているか 有効

節

・行政内部の管理上の

 

課題解決に貢献してい



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続 次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続

総合評価コメント ２次評価コメント

各地域のボランティアの皆さんの取組みにより、県内 市民との協働により花を育て、快適な環境

内

整備など花

外に誇れる

部

花のまちづくりを推進

評

する。 づくりの輪を広

価

げる取り組みを進める

【

外部評価

次年度以降の

二

方向性

外部評価コメン

次

ト

】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


